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' 、

日

本

銀

ハ

行

増

資

問

題
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r 

3
U
H吋

持
見
切

-乱

蹄

$司自曙

、

日

本

銀

行

株

式

の

市

債

は

近

年

永

く

六

百

周

濠

に

居

振

ιリ
、
歌
て
等
、
し
を
高
低
の
幾
&
示
ず

乙

ι攻
-mpり
し
が
、
昨
年
秋
一
頃
よ

F
9
迭
に
上
迩
の
傾
を
示
し
、
始
め
六
百
数
十
悶
じ
騰
貴
し
な
る

唱
の
が
、
お
百
回
選
よ

b
進

ん

で

八

百

闘

牽

と

錦

6~今
日

の

勢

を

以

て

せ

ん

わ

或

は

千

闘

に

遼

す
る
乙
と
な
し
と
す
可
わ
ら
中
J
O

日

本

銀

行

の

配

皆

は

定

例

制

賦

と

特

別

割

賦

と

を

合

せ

て

一
年
一
一
割
合
二
分
に
居
る
を
以
て
多
年
来
の
慌
例
と
し
、
殆
ど
一
一
筋
不
女
の
律
令
、
党
る
の
税
あ

69

随
て
今
後
日
本
銀
行
の
利
容
一
仁
幾
何
の
滑
加
を
見
大

b
と
す
る
も
、
直
仁
蹴
蛍
卒
の
域
加
を
怒

り
可
か
ら
み
少
。
否
日
本
銀
行
の
本
質
よ
L
ツ
考
ふ
る
と
き
は
、
俄
A

ザ
ぴ
利
益
多
額
に
上
れ
ば
と
て
、

他
の
事
業
合
絞
仁
於
け
る
が
如
、
窓
、
法
外
の
高
卒
に
配
-
蛍
歩
令
を
増
加
ー
す
る
を
併
す
可
さ
に
非

げ

r.下
。
般
に
一
割
二
一
分
の
限
設
率
・
仁
捺
，
OJ
、
一
方
仁
株
式
の
時
僚
八
百
聞
に
海

b
で
、
利
一
砲
を
算
出
せ

日

本

銀

行

機

資

問

題

U

E

a

l

宅

‘

?

'

t

、

。

一

日

・

惚

十、
、
，
，

眠、、
， .~ 



、、

、.

守18

日

本

銀

行

橋

資

問

題

ん
か
、
英
割
合
は
僅
仁
三
分
の
低
率
に
止
ま
る
を
見
る
可
し
。

i¥. 

宮

、

日

本

銀

行

株

式

如

何

に

裕

資

な

'
り
と
す
る
号
、
恐
僚
の
利
廻
が
の
問
ほ
五
分
以
上
に
‘
蛍
ゐ
今
日
、
一
一
一
分
の
利
組
を
示
ず
に
歪
て
は
、
脚

か
低
率
・
'
仁
失
ず
る
の
戚
な
し
と
す
可
わ
ら
や
J
O

唯

明

治

問

十

五

年

日

本

銀

行

縫

業

期

限

繍

了

の
際
仁
は
、
英
替
業
の
縫
綴
仁
闘
聯
し
て
絞
立
金
彪
分
の
問
題
を
生
ヂ
可
し
。
間
よ

'h
英

大

部

分
以
替
業
機
綴
と
共
仁
、
引
織
が
る
可
合
性
質
の
唱
の
な
れ
ど
昔
、
今
日
積
立
金
の
高
は
一
一
一
千
三

百
一
一
一
十

一
一
向
飴
闘
の
多
ぎ
を
数
ヘ
、
資
本
金
を
超
過
す
る
乙
と
三
百
三
十

一
一
肉
係
国
広
上
I

り、補

し
て
従
来
銀
行
の
欣
議
に
し
て
、
蛍
然
株
主
下
分
配
す
可
ぬ
C

叶
も
の
を
、
銀
行
轡
業
の
基
礎
を
数
回

な
ち
し
む
る
斜
め
じ
、
積
立
て
置
を
校
る
性
質
を
有
す
る
以
上
は
、
機
業
年
限
織
了
、
新
替
業
期
開

始
を
機
舎
と
し
て
、
英
一
部
を
現
在
の
株
主
に
頒
山
県
ず
る
は
官
然
の
彪
置
な
よ
り
と
す
v

故

に

日

本
銀
行
の
強
業
年
限
に
し
て
減
期
仁
近
づ
か
ん
が
、
普
議
利
廻
の
闘
係
を
離
れ
、
利
廻
の
割
合
以

上
下
、
日
本
銀
行
株
式
の
時
僚
が
総
資
す
る
は
、
必
然
の
勢
t

な
れ
ど
也
、
健
業
櫛
期
は
明
治
凶
十
五

年
下
し
て
、
今
日
よ
'
・
9
常

ほ

二

年

ゆ

歳

月

を

距

て

ん
J
O

世

間

恐

衆

が

二

年

以

後

に

起

る

可

念

事

資
を
見
越
し
て
、
早
く
弘
昨
年
来
日
本
銀
行
株
式
の
時
償
仁
異
常
の
騰
貴
乞
来
し
大
ウ
と
一
お
ふ

が
如
号
、
事
費
仁
蛍
れ
る
の
説
E

乙
ず
可
か
ち
ホ
ヘ

暫

然

ら

ば

昨

年

来

日

本

銀

行

株

式

の

時

慣

が

異

常

仁

騰

貴

し

北

る

原

闘

は

之

を

何

じ

師

す

可

我
議
を
以
て
口
ル
る
下
、
況
時
世
閉
じ
流
布
せ
ら
る
、
3

日
本
銀
行
増
資
論
は
邸
中
り
此
事
資

pe

、ノ
O

A
F
C

，，
 
E
〈.、
J

を

芯

迦

し

食

る

最

有

力

の

涼

悶

な

ん

と

考

ふ

る

唱

の

な

bo
増

資

論

者

は

如

何

な

る

穏

皮

ま

で
日
本
銀
行
の
資
本
金
を
滑
加
せ
ん
と
す
る
唱
の
な
る
や
之
を
知
る
可
か
ら
ポ
ノ
と
織
も
、
穆
皮

の
如
何
は
立
論
の
飾
品
潜
紡
仁
深
く
関
係
す
る
所
な
が
る
可
し
。
叉
増
資
の
場
合
に
、
仮
仁
術
逃
帝

図

銀

行

が

千

八

百

九

十

九

年

よ
t

り
千
九
百
四
年
に
去
る
間
に
於
て
録
し
た
る
が
如
く
、
銀
行
自

ら
増
資
に
封
ず
る
株
式
に
就
て
、
相
蛍
の
溢
債
を
定
め
、
共
割
合
に
擦
て
日
公
衆
に
株
式
を
貰
却
し

滋
償
に
封
ず
る
増
収
入
は
其
健
之
を
銀
行
の
積
立
金
じ
繰
入
る
、
方
針
を
取
る
と
を
け
い
、
減
資

の
斜
め
い
ト
、
特
一
に
一
現
在
の
株
主
所
有
者
が
利
得
一
を
得
る

E
な

ぎ

の

滋

理

な
1
リ。

銀
行
、
が
増
資
を
決
行
す
る
場
合
に
は
、
思
ふ
に
此
・
一
刀
法
に
出
せ
立
る
可
し

然

れ

ど

昔

日

本

従

来

我

闘

に

行

は

る
、
慣
例
に
従
び
、
地
一
資
を
行
ふ
蛍
時
の
株
主
に
机
刻
し
て
、
増
資
額
に
柑
蛍
す
る
新
株
式
を
分
血
ハ

噌
• • 

》
J吟

、札.

』
制
伺
4‘
 
，
 

修
• 

し
、
械
金
を
挑
込
ま
し
り
る
の
方
・
泌
を
取
る
可
き
が
故
に
、
増
資
の
行
は
る
h
B

事
質
的
磁
な
る
ー
に

随
ぴ
、
現
在
林
式
は
新
株
の
分
奥
を
受
る
の
特
棋
を
生
や
ノ
る
を
以
て
、
此
特
機
に
扮
し
て
沿
慣
を

ιー

か
視
し
、
利
一
迦
の
割
合
以
上
に
、
時
債
の
騰
貴
を
来
ず
じ
至
る
。
稲
し
て
日
本
銀
行
が
増
資
を
行
ぴ
、

日

水

銀

行

鵡

資

問

題

目

九



、
B 

日
本
、
銀
行
掛
川
.
資
問
題
い

的
現
在
株
主
に
新
株
式
を
分
血
ハ
し
、
茶
掛
込
を
行
は
し
む
る
や
、
必
・
ヂ
特
殊
の
利
盆
金
を
梯
込
金
仁

繰
替
ふ
可
営
を
以
て
ー
現
在
株
主
の
利
盆
は
此
紡
よ
ー
り
袋
々
増
加
せ
合
る
を
得
ヂ
。
近
来
日
本

銀
行
株
式
の
時
僚
が
暴
騰
し
、
今
後
備
ほ
騰
貴
せ
ん
と
し
っ
、
あ
る
は
却
も
近
を
将
来
に
於
け

る
増
資
の
利
盆
を
見
越
し
た
る
が
も
の
じ
し
て
、
此
一
事
、
を
外
に
し
て
、
他
に
株
式
時
僚
の
暴
騰
を

。屯!

説
明
す
る
能
は
な
る
な

bo

修理曹

""""耳

日
本
銀
行
増
資
の
得
失
利
容
は
姑
く
之
を
後
節
に
譲
よ
り
、
我
輩
が
第
一
に
一
五
は
ん
と
す
み
所

は
、
今
日
は
増
資
を
行
ふ
の
勝
機
応
非
公
』
る
乙
と
ゑ
れ
な
'
・
9
0

査
し
銀
行
の
増
資
は
銀
行
組
織

銀
行
替
業
土
の
信
用
拡
勿
論
、
銀
行
牧
袋
の
割
合
の
如
き
が
も
主

の
根
本
仁
閲
す
る
問
題
な
l

り。

と
し
て
資
本
金
の
多
寡
仁
依
て
定
ま
る
。
増
資
す
可
を
趨
蛍
の
理
由
を
備
へ
ん
か
、
増
資
を
行

ふ
は
悶
よ
よ
ツ
可
な
よ
り
と
雌
号
、
業
時
機
拡
大
に
之
を
選
ば
会
ゐ
可
か
ら
・
下
。

昨
今
総
統
制
批
合
頗

る
卒
稔
無
事
に
し
て
、
加
ふ
る
に
資
金
関
内
に
充
貸
せ
る
時
は
、
郎
も
経
機
上
よ
1
9
日
ル
て
婚
資
を

行
ふ
に
漉
蛍
の
機
舎
な
る
が
如
く
な
れ
ど
号
、
日
本
銀
行
依
例
拡
明
治
凶
十
五
年
を
以
て
、
期
限

満
了
す
る
の
定
め
に
し
て
、
今
日
よ
L
リ
趨
算
し
て
、
有
効
期
限
は
僅
に
二
年
館
の
歳
月
ぞ
剥
す
仁
、

現
行
の
日
本
銀
行
総
例
に
は
幾
多
の
快
紡
み
よ
り
、
明
治
四
十
五
年
満
期
の
日
仁
一
主
ら

ば
、
党
換
銀
行
券
依
仰
を
始
め
二
三
の
関
係
法
規
と
共
に
-
充
分
の
修
正
を
加
ヘ
ノ
¥
以
〈
持
勢
。
の

混
迷
に
件
は
し
め
，

S
る
‘
可
が
ら
み
少
。
随
て
此
時
じ
蛍
て
は
バ
品
然
増
資
問
題
の
夜
生
を
見
る
可
く
、

過
ぎ
歩
。

他
の
諸
問
題
と
相
繋
聯
し
て
、
以
て
業
解
決
を
期
せ
合
る
可
か
ら
歩
。
斯
る
事
情
の
下
に
居
る

a
F
 

M
司

じ
蛍
t

り
、
他
の
諮
問
題
に
先
も
、
他
の
諸
問
題
よ
し
分
離
し
て
、
調

b
増
資
問
題
の
み
を
決
定
せ
ん
と
/

ず
る
が
如
き
、
果
し
て
爪
官
邸
周
の
魔
置
と
一
部
ふ
を
得
ぺ
き
が
。

増
資
問
題
の
解
決
総
1
9
斯
く
お
献
を

要
す
る
が
如
き
は
、
我
殺
の
信
み
が
/
ゐ
能
は
ぎ
る
所
な
L
り
。
僅
々
二
年
後
仁
蛍
然
制
服
ゐ
可
を
問
題
友

特
に
今
日
説
明
し
て
、
以
て
共
解
決
を
求
め
ん
と
す
。

財
政
設
局
者
仁
し
て
之
宮
主
瞬
ず
る
者

な
ら
ん
，
か
、
殊
寛
仁
一
積
の
町
策
略
を
弄
し
て
、
経
勝
一
耽
舎
の
人
気
を
肱
感
な
ら
し
ひ
る
の
畿
を
苑

か
る
可
か
ら
や
ノ
。
日
本
銀
行
の
株
主
自
ら
主
張
す
る
者
な
ら
ん
に
は
、
地
資
問
題
を
利
用
し
て
、

蓮華襲露盤車問一一

/ 

、や曹轟轟?挙時抗師事:吋即時問時輯欄間欝鵬轄輯輔務鞠寵舞鶴韓鶴轟構摺騨語;
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‘ 
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、k. 

日

水

銀

行

滋

資

問

題

に
行
び
、
第
一
同
の
増
資
は
第
一
同
の
増
資
後
八
年
仁
行
宍
第
一
一
間
以
一
倍
の
増
資
を
殺
し
、
第

二
人
凶
刊
以
五
割
の
増
資
を
潟
し
セ

b
。

喰
増
資
ぞ
潟
し
、
北
る
時
の
総
務
放
般
を
見
る
に
、
明
治

難量襲警龍源盟問時盟問'='-~-一一

22 

十

年

は

恰

宅

五

分

以

上

利

AH
恐
伎
の
整
理
を
了
し
、
我
図
の
一
経
絡
枇
舎
が
最
信
販
湖
仁
活
1
9
、今

一
枇
舎
の
機
運
一
新
せ
ん
と
す
る
の
特
設
1
9
念。

然

ら

ば

我

闘

の

財

政

蛍

局

者

は

斯

る

時

&

選

寝息よさユ訴審接購

後
の
縫
展
期
し
て
待
つ
…
可
愛
時
な
t
り
し
と
共
に
、
明
治
二
十
八
年
号
亦
日
清
戦
争
去
終
t
り
、
経
憐

且
つ
摺
資
…
論
者
は
今
同
幾
何
の
崎
市
資
を
潟

3
ん
乙
と
を
主
張
す
る
や
、

の
疑
問
な
れ
ど
も
、

'-，，-折口蹄聞、4畠且h'"持
」企

‘ 

ん
寸
日
本
銀
行
滑
資
を
行
ふ
唱
の
な
る
か
。

抑

司

亦

斯

る

一

時

的

事

情

仁

左

右

せ

ら

れ

て

中

央
銀
行
の
資
本
金
を
勤
ず
は
歪
蛍
の
慮
置
と
見
る
可
き
や
一
合
や
。

明

治

二

十

年

抵

仁

二

十

八

年

の

増

資

は

何

れ

も

日

本

銀

行

除

例

施

行

の

宇

治

仁

義

t
り
、
容
易
仁
総
例
総
期
の
時
を
待
つ
能

は
会
1
9
し
を
以
て
J

之
を
行
ぴ
北
よ
り
と
す
れ
ば
、
或
は
締
解
の
一
材
料
と
す
る
を
得
ぺ
を
昔
、
今
岡

の
滑
資
に
豆
一
て
は
、
到
底
同
一

の

齢

柄

を

用

ふ

る

右

許

ず

能

は

S
ゐ
な
よ
り
。

俄
に
五
割
増
お
増
資
に
依
て
、
日
本
銀
行
の
資
本
金
を
四
千
五
百
高
回
E
ζ

し
、
又
一
倍
婚
の
川
市
資

仁
依
て
、
之
を
六
千
南
関
と
し
、
而
し
て

一

方

仁

利

益

金

繰

替

に

依

る

株

金

の

挑

込

を

行

ふ

殺

め

仁
、
英
勘
定
仁
減
額
を
来
し
て
、
能
く
日
本
銀
行
を
し
て
従
来
と
阿
松
の
利
益
を
株
主
に
頒
興
せ

.:1 ' 

. 、
的 Aι1・旬 .- ~ 、 A 

じ
り
る
を
得
る
や
否
や
。

日

本

銀

行

は

有

利

特

織

を

擁

す

る

特

許

銀

行

な

う
σ

特

典

殊

に

保

議
論
中
備
紙
幣
務
行
の
特
典
を
運
用
す
る
仁
意
を
致

3
ん
か
、
今
日
よ

'o
以

上

仁

銀

行

の

牧

銭

を

増
加
し
、
治
資
の
後
に
-
於
て
が
も
、
業
前
に
於
け
る
と
同
様
・
の
利
盆
を
株
主
に
頒
山
県
す
る
を
得
ぺ
じ

と
雌
号
、
街
ほ
的
確
に
之
必
行
は
ん
と
す
る
に
は
、
増
資
と
相
侠
っ
て
、
保
設
準
備
制
限
の
機
振
を

日
本
銀
行
の
蛍
局
者
は
必
宗
之
を
希
望
す
可
く
、
世
間
金
融
の
業
務
仁
関
係

必
要
と
す
可
し
。

あ
る
者
亦
之
を
要
求
す
可
し
と
ず
れ
ば
、
治
資
問
題
と
保
護
準
備
制
限
嫌
張
問
題
と
は
雨
々
相

依

令

ぴ

今

岡

は

溺

1
9
増

資

を

行

ふ

じ

止

閥

聯

し

て

隣

る

可

か

ら

F
る
唱
の
よ
二
五
ふ
可
き
か
。

ま
る
止
す
る
が
も
謀
総
来
と
し
て
保
詮
準
備
制
限
の
被
張
を
必
要
と
す
る
は
勿
論
に
し
て
ぷ
削
者

/ 

以
後
者
の
先
駆
た
よ
り
メ
一
見
ゐ
を
得
べ
し
。

期
二
年
を
距
つ
今
日
仁
決
定
せ
ん
と
す
る
は
、
如
何
な
る
趣
意
仁
義
く
も
の
な
る
か
。

斯

く

関

係

の

筏

按

な

る

問

題

の

一

を
A

取
て
係
一
例
摘

我

議

は

増
資
と
保
器
準
備
制
限
披
張
と
相
関
す
る
乙
と
の
深
舎
を
考
へ
、
議
々
補
者
を
懇
げ
て
、
日
本
銀

行
線
例
捕
期
の
際
に
決
定
す
る
の
必
要
を
認
ひ
る
が
も
の
な

bo

vz:担当配
虚g溜

~語調

23 

一
般
仁
日
本
銀
行
の
増
資
は
時
機
の
宜
し
さ
じ
趨
び
旬
、
花
t
り
と
し
て
、
之
を
行
ふ
は
巣
し
て
必
要

日

本

銀

行

減

資

問

題

二

一

一

一

¥



、

、.

日
本
銀
行
一
矯
資
問
題
け

1

.

ニ
問

弘
一
-
な
ん
J

と
云
ー
ふ
可
ぎ
か
。
。
い
我
議
は
今
日
の
稜
度
を
・
趨
ヘ
て
、
日
本
銀
行
、
が
増
資
配
行
ふ
を
以
て
不

必
要
な
F

り
と
認
め
、
随
て
此
不
必
要
の
事
を
行
ふ
は
、
総
務
枇
食
会
機
の
利
害
よ

b
者
賊
し
〈
、
有

害
な
ん

Jt
信
ホ
J

る
唱
の
な
よ
り
。

何
を
以
て
、
我
識
は
日
本
銀
行
の
増
資
を
不
必
要
な
l

り
と
す
ゐ

-mo

此
紡
宏
説
明
す
ゐ
に
は
、

一
一
般
銀
行
の
資
本
金
の
性
質
に
就
て
、
確
乎
北
る
解
緑
を
下

3
w
b
る
可
い
れ
ら
安
。

蓋
し
普
通
の

t， ふ!午、聖語審開酷戸ア時活躍弔問時制輔耕輔騨時時韓請輯暫穣醸繋輯聾聾轟轟鑓欝韓撞覇韓密購髄蝿輯議龍構曜岳地白百四=.~>--ー←

商
工
其
の
他
の
事
業
に
於
て
は
、
資
本
金
、
以
伎
務
の
償
還
に
封
ず
る
保
談
基
金
大
る
と
何
時
仁
、

替
業
上
に
供
用
せ
ら
る
、
所
多
ぎ
に
…
以
し
、
銀
行
業
に
於
て
は
、
共
資
本
金
以
債
務
償
滋
に
滋
す

一.

ぷ
保
設
基
金
と
し
て
、
銀
行
の
信
用
を
維
持
す
る
の
具
た
る
に
止
ま
t
り
、
其
鋒
業
資
金
'
C
潟
る
も

の
仁
非
ヂ
。
随
て
銀
行
の
儲
業
資
金
と
し
て
、
貸
付
割
引
其
他
の
業
務
に
巡
用
せ
ら
る
‘
、
川
町
銀

行
一
般
の
信
用
仁
依
て
べ
世
間
後
衆
よ

b
吸
牧
し
た
る
預
金
に
し
て
、
館
前
業
の
規
模
は
一
仁
滅
金

の
多
寡
に
依
て
制
限
せ
ら
る
可
し
。

牧
せ
ら
れ
、
仮
令
ぴ
一
一
銀
行
が
多
額
の
資
本
金
を
擁
し
、
此
欧
州
に
於
て
他
銀
行
を
凌
駕
す
る
と
，
す

る
宅
、
英
運
用
の
議
宜
し
を
を
失
し
、
不
礎
資
な
る
方
法
に
之
を
放
下
す
る
が
十
却
を
乙
之
あ
ち
ん

而
し
て
.
税
金
の
唱
の
セ
・
る
、
銀
行
一
般
の
信
用
仁
依
て
吸

か
、
資
本
金
の
多
額
な
る
割
合
に
充
分
の
預
金
を
吸
牧
ず
る
能
政
診
る
に
反
し
、
資
本
金
拡
少
綴

な
ん
と
す
る
号
、
之
を
運
用
す
る

6

方
法
を
慌
し
み
、
必
要
に
熔

b
て
、
債
務
償
還
の
保
読
基
金
大
る

照

合

致

3
し
む
る
を
得
ん
か
、
必
1
J
Y
H

公
衆
の
信
用
を
博
し
、
多
額
の
預
金
を
吸
収
す
る
を
得
ぺ
お
じ

滋
却
な

bo

故
に
一
般
銀
行
業
仁
於
て
、
其
経
緯
上
に
最
弘
蛍
要
の
閥
係
を
有
ず
る
は
、
資
本
金

の
大
小
に
非
歩
、
寧
ろ
資
本
金
は
之
を
債
務
償
還
の
保
鐙
基
金
に
充
え
此
以
外
仁
会
衆
よ
y

り
吸

牧
し
大
る
預
金
の
多
寡
乙
そ
、
郎
、
も
重
要
の
関
係
あ
る
も
の
仁
し
て
、
而
し
て
其
多
寡
は
救
て
資
一

本
金
の
大
小
に
比
例
せ
ホ
ヘ
銀
行
一
般
の
信
用
仁
依
て
定
ま
る
唱
の
な
ん
ノ
。

然
p
り
ば
銀
行
が
薬
殺
業
の
規
模
を
披
挟
ず
る
場
一
令
に
は
、
必
ポ
ノ
し
も
資
本
金
の
熔
加
を
必
延

と
せ
歩
、
銀
行
一
般
の
信
用
を
熔
縫
し
て
、
以
て
預
金
の
吸
収
を
謀
る
を
査
官
の
手
段
な
ん
/
と
す

叉
既
に
資
本
金
を
以
て
.
絡
業
資
金
と
認
め
歩
、
車
仁
債
務
償
還
の
保
校
基
金
女
る
い
ト
止

2A魯

一
円
し
u

ま
ら
し
り
る
以
上
弘
、
資
本
金
は
必
歩
し
も
金
額
ま
で
之
を
榔
込
ま
し
む
る
を
必
要
と
せ
安
。

安
際
の
挑
込
は
会
綴
の
…
部
分
例
へ
ば
凶
分
の
一
乃
至
二
分
の
一
色
し
、
求
、
残
額
は
之
を
米
捌

込
の
億
に
置
き
、
安
際
広
債
務
償
還
の
必
要
を
生

b
-現
在
の
資
力
を
以
て
じ
て
は
、
之
仁
肱
ポ
ノ
る

'
に
足
ち
も
U

る
と
品
c
k
l株
主
を
じ
て
幾
額
を
挑
込
ま
し
む
る
乙
之
、
す
れ
ば
、
優
に
資
本
金
を
し

て
保
銃
基
金
大
る
の
郊
を
致

3
じ
ひ
る
を
符
ぺ
し
。

，
日
本
銀
行
'
治
資
問
題

a

J

一

" 

. 



、
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同
水
銀
行
増
資
'
問
題

以

上

普

遜

銀

行

の

資

本

金

仁

就

て

論

b

k
る
問
問
は
践
に
之
を
務
し
て
、
中
央
銀
行
仁
漉
崩
ず

る
乞
得
る
や
否
や
。
議
し
中
央
銀
行
が
品
川
日
必
銀
行
と
戯
商
業
上
の
関
係
仁
於
て
界
、
る
所
を
泉
ヤ

れ
ば
、
第
一
、
中
央
銀
行
は
一
助
紙
鯵
議
行
織
を
濁
点
し
て
、
後
行
銀
行
文
る
業
務
を
行
仏
、
立
つ
料
品

換
制
度
の
安
全
を
維
持
す
る
の
任
務
を
負
ぴ
、
第
二
、
中
央
銀
行
以
普
遜
銀
行
の
上
に
立
も
、
携
は

平
時
に
於
て
諸
銀
行
よ
ー
り
準
備
公
の
預
託
を
受
け
託
、
安
丸
信
に
之
を
保
賢
し
、
識
は
恐
慌
共
他
の

事
縫
仁
際
合
し
て
、
普
通
銀
行
の
資
力
を
都
助
し
、
第
一
一
一
、
中
央
銀
行
は
凶
庫
事
務
を
庭
球
し
、
叉
呉

監
官
な
る
資
カ
を
以
て
、
閣
家
財
政
の
要
求
に
総
本
J

る
の
諸
制
仁
外
な
ら
ポ
ノ
。

'~~.、;
警寵璽F時間開駒由争時脚欄盟時間縄描輔蝉開輔概懇輯輯購撞鞠車購欝輔臨輔蝿離樺酷蝿韓糧問軸害時臨時一一一一一一

一一六

日
鴻
枇
背
中
央
銀
行

の

特

色

は

果

し

て

普

通

銀

行

資

本

金

仁

闘

す

る

上

認

の

原

則

ド

背

馳

し

、

中

央

銀

行

を

し

て

総

勝
一
般
舎
の
溌
遣
に
作
っ
て
、
英
資
本
金
を
増
加
す
る
の
理
由
な
ら
し
む
る
を
得
る
や
奇
や
。

先
づ
第
一
『
の
鮎
よ
J

り
論
、
京
J

る
に
、
中
央
銀
行
が
一
闘
の
紙
幣
議
行
機
を
術
占
し
、
議
行
銀
行
柁

る
地
位
を
点
り
る
場
合
に
は
、
港
令
を
以
て
中
央
銀
行
の
紙
幣
夜
行
伐
を
規
定
し
、
党
機
制
度
の

雑
持
に
遺
漏
す
る
所
な
お
己
を
期
す
る
は
最
も
妙
要
の
蕗
置
な
1

り

。

而

し

て

紙

徽

議

行

法

ぶ

し

て
安
全
な
ら
ん
仁
拡
、
如
何
な
る
金
額
ま
で
紙
幣
、
乞
裂
行
ず
る
唱
ー
英
党
換
に
危
険
を
生
、
ヂ
る
の

恐
な
を
と
同
時
に
、
強
行
法
宣
を
を
失
せ
ん
じ
は
、
中
央
銀
行
が
如
何
程
多
額
の
資
本
金
を
布
、
す

れ

ば
E
C

〈
、
発
換
の
雑
持
拡
慾
に
之
在
期
す
可
わ
ら
念
、
る
な
r
り

。

我

闘

に

於

て

保

護

準

備

の

制

限

披

振

と

日

本

銀

行

増

資

と

を

相

併

行

せ

し

め

ん

と

主

張

す

る

者

あ

る

は

、

果

し

て

如

何

な

る

鋭

意

広

基

く

も

の

な

る

か

。

対

資

を

行

び

て

、

之

に

依

て

党

換

制

度

を

安

全

な

ら

し

め

ん

と

す

仮

に

我

る
が
'
加
を
は
・
「
銀
行
通
貨
し
に
附
附
す
る
初
歩
の
原
理
、
だ
る
知
ち
か
」
る
者
の
ム
一
一
口
な
る
の
み
a

闘
に
於
て
通
貨
仁
封
ず
る
需
要
大
に
増
加
し
)
現
在
の
保
詮
泳
備
制
限
一
一
億
二
千
高
闘
を
以
て

d

し
〈
は
、
通
貨
の
伸
縮
滋
の
如
く
な
同
ゐ
を
得
ー
ポ
/
、
常
に
制
限
外
部
以
行
bFA

行
は
か
み
可
か
ら
、
下

rtす

れ
ば
、
或
は
保
続
準
備
の
制
限
機
張
は
崎
宏
に
践
し
、
北
る
僚
な
ら
ん
も
亦
知
る
可
わ
ら
ホ
J
O

然

苦

此

場

合

に

、

日

本

銀

行

が

保

詮

準

備

に

供

す

ゐ

有

償

詮

務

並

に

商

業

手

形

の

滋

鐸

を

際

電

仁

し
、
而
し
て
一
方
に
通
貨
仁
封
ず
る
異
質
の
需
要
あ
ら
ん
に
は
、
保
一
議
準
備
の
制
限
械
、
張
は
お
も

党
換
の
安
会
を
傷
く
る
乙
と
な
さ
じ
反
し
、
議
貨
に
濁
す
る
般
市
要
の
存
在
せ
ぎ
る
に
、
保
設
準
備

制
限
を
披
張
せ
ん
か
、
其
擁
張
せ
ら
れ
北
る
、
だ
け
、
正
設
準
備
に
依
る
紙
幣
の
議
行
商
に
牧
絡
を

戒
し
、
紙
幣
緩
行
高
卒
一
憾
に
封
ず
る
正
貨
準
備
の
割
合
を
低
減
し
、
撚
張
の
程
度
如
何
じ
依
て
は

党
換
制
度
の
慕
磯
子
一
薄
弱
な
ち
し
む
る
は
勿
論
、
仮
令
ぴ
日
本
銀
行
が
現
在
の
保
鐙
準
備
制
限

引

の

下

に

、

紙

幣

を

緩

行

す

る

可

保

読

準

備

仁

供

せ

ち

る

有

償

鐙

券

並

に

商

業

手

形

の

品

質

じ

し

日

本

銀

行

路

資

問

題

コ
七
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日
本
銀
行
・
増
資
附
題
一

て
不
良
な
る

t
yを
は
、
金
融
ぃ
上
の
援
態
仁
依
て
時
仁
党
換
の
安
全
を
傷
け
ち
る
、
、
乙
と
な
し
と

ぜ
歩
)
而
し
て
同
窓
等
の
場
合
仁
際
食
し
て
、
日
本
銀
行
が
現
在
に
幾
傍

i

ナ

る

資

本

金

を

有

す

れ

ば

ιて
、
決
し
て
此
危
機
を
救
ふ
仁
足
ち
歩
。
緩
行
銀
行
と
し
て
中
央
銀
行
の
地
位
、
乞
安
全
に

し
、
其
信
用
を
維
持
す
る
に
は
、
紙
幣
潜
行
法
を
し
て
英
正
し
さ
に
就
が
し
む
可
し
。
資
本
金
琳

加
を
以
て
、
之
に
感
性
し
め
ん
と
'
す
る
が
如
き
、
英
目
的
じ
副
院
カ
パ
コ
る
じ
し
甚
だ
慈
し
と
一
五
ふ
可
し
。

中
央
銀
行
の
第
二
の
特
色
以
来
し
て
中
央
銀
行
増
資
の
理
由
と
潟
'
る
を
得
る
や
。
中
央
、
銀

行
が
益
岡
銀
行
中
の
銀
行
大
る
地
位
¥
を
1

占
め
、
会
倒
銀
行
よ
ろ
準
備
金
の
預
託
念
受
け
、
会
閣
の

銀
行
胸
中
備
金
は
悲
く
一
中
央
銀
行
の
手
元
r
h
集
中
し
来
る
場
合
仁
除
、
中
央
銀
行
の
信
用
政
臨

仁
会
閥
銀
行
の
運
命
を
左
右
す
る
を
以
て
、
其
の
信
用
を
設
闘
な
ら
し
む
る
の
必
要
ゐ
る
は
紛

を
侠
北
ヂ
ー
し
総
省
、
然
活
増
資
仁
依
て
菓
子
段
に
充
て
ん
と
す
る
は
、
決
し
て
皆
を
得
、
党

6
2・一五

ふ

可

か

ら

歩

。

中

央

銀

行

が

金

問

銀

行

準

備

金

の

保

管

者

党

る

場

合

に

援

母

緊

初

の

間

忠

を

以

て

日

す

可

を

は

中

央

銀

行

自

身

の

有

す

る

文

挑

準

備

金

之

其

負

ふ

所

の

債

務

と

の

問

に

於

け

る

高

低

の

割

合

如

何

に

在

み

。

此

割

合

が

相

訟

の

傘

仁

居

b
、
一
向
し
て
準
備
金
以
外
に
、
何
時

4

ド
て
が
も
之
を
補
充
す
る
を
得
べ
を
所
謂
統
動
資
産

P
Z£
仏
〉
ωω

向
け
と
を
所
有
せ
ん
に
は
~
如
何
ド

ー，

H彦費費鐘皇'管室守安軒明~明町田噂ー--ーーー一
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多
額
の
債
務
を
負
ぴ
、
叉
会
飼
銀
行
の
準
備
金
ぞ
議
く
中
央
銀
行
仁
集
中
せ
し
め
，

t
れ
ば
と
〈
.

英
信
用
に
何
等
疑
紡
配
置
く
を
婆
せ
才
る
と
同
時
に
、
此
欧
州
じ
銚
く
る
所
川
の
ち
ん
が
、
資
本
金
の

高

額

な

る

は

深

く

依

頼

す

る

仁

足

ら

公

み

な

F

りO
J

而
し
て
変
際
問
題
と
し
て
之
を
考
ふ
る
に
、

日
本
銀
行
の
如
〈
従
来
一
間
く
接
行
銀
行
花
る
領
域
を
守

b
、
預
金
銀
行
と
し
て
何
等
匁
ず
所
な

を
唱
の
仁
於
て
は
、
預
金
銀
行
T
C
し
て
の
信
用
を
硲
保
す
る
矯
め
仁
、
増
資
を
行
ふ
の
理
由
を
生

一，
F ， 

ム'

背

ぎ

る

な
1

り。

‘ 一J
b 

"'、
' 

1 そ

3 

‘， 叉
濁
逸
品
w
閥
銀
行
の
如
を
は
従
来
資
本
金
増
加
の
必
要
じ
援
し
、
千
八
百
七
十
五
年
創
立
蛍

初
の
資
本
金
は
一
一
億
二
千
寓
馬
克
な

6
し
が
、
千
八
.
百
九
十
九
年
の
依
例
改
正
に
際
し
て
、
之
を

一
億
八
千
市
内
馬
克
と
し
文
1

日
。
然
活
共
理
由
E

と
す
る
所
は
帝
間
開
銀
行
自
ら
護
行
銀
行
文
よ
り
、
税

金
銀
行
文
る
領
域
に
安
ん
せ
歩
、
真
に
滋
ん
で
技
機
一
銀
行
の
鶴
業
を
行
ぴ
、
之
に
援
す
る
資
金
と

し
て
資
本
金
に
依
級
ず
る
が
矯
め
に
、
時
勢
の
進
歩
と
共
に
、
増
資
、
ど
必
要
と
す
る
唱
の
に
外
な

ら
や
ノ
。
我
闘
の
日
本
銀
行
の
如
く
、
日
本
興
業
銀
行
、
日
本
糊
業
銀
行
ー
と
相
鈎
し
、
三
者
鼎
足
の
ー
放
を

以
て
金
融
の
局
に
常
る
唱
の
に
於
て
は
、
猫
逸
品
w
図
銀
行
増
資
の
理
由
の
如
を
は
、
決
し
て
則
る

刊
一
可
か
ら
ぎ
る
な
み
'
j

日

水

銀

行

滑

資

問

題

jt; 
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‘、
‘ 

民

日

本

銀

行

滋

資

問

題

。

30 

図

前
論
の
如
く
中
央
銀
行
第
一

ハ
特
色
は
日
本
銀
行
地
資
の
理
由
を
支
持
す
る
仁
足
ら
，
ホ
ノ
。

第

二

の

特

色

亦

然
2

り
と
す
れ
ば
、
日
本
銀
行
増
資
の
槻
…
.
，
凶
は
必
下
第
三
の
特
色
よ
L
リ
来
る
活
の

E
認
め
か
る
を
得
水
/
。

我
輩
宅
亦
日
本
銀
行
埼
資
の
別
出
に
し
て
、
果
し
て
符
在
ず
る
唱
の
な

ち
ん
仁
、
弘
、
財
政
上
の
迎
尚
一
仁
依
て
、
始
め
〈
説
明
す
る
を
得
ゐ
乙
と
を
信
ホ
ノ
る
な

bt

日
本
銀

行
の
お
僚
所
有
一
向
は
財
政
上
の
関
係
じ
依
て
時
仁
熔
減
ず
る
乙
と
な
さ
を
得
才
れ
ど
も
、
多
く

の
場
合
仁
於
て
戒
る
程
皮
ま
で
資
本
金
を
超
過
し
、
究
資
本
金
、
積
立
金
を
合
算
し
花
る
も
の
よ

日
本
銀
行
は
資
本
金
総
立
金
を
…
般
楼
業
資
金
に
供
用
せ
歩
、

t
り
少
な
き
に
活
る
を
一
常
と
す
。

磁
・
武
な
る
方
絵
を
以
て
、
利
殖
を
謀
る
の
方
針
を
取
る
唱
の

h

如
く
、
此
紡
に
関
し
て
は
、
獅
遜
帝

閥

銀

行
1
L

方
針
を
呉
仁
し
胸
部
ブ
ハ
r

英
蹴
銀
行
、
側
関
西
銀
行
の
匁
を
皐
ぷ
唱
の
F
C
見
る
可
し
む

与iffi

し
て
中
央
銀
行
色
し
て
、
安
企
確
資
な
る
利
般
の
道
を
求
ひ
る
以
上
は
-m
公
債
の
購
入
を
以
て
婦
一

か
闘
と
な
す
可
く
、
一
方
仁
昏
伎
の
変
質
に
就
て
は
、
日
本
銀
行
は
日
本
銀
行
線
例
の
規
定
に
従
ぴ
、

政
府
の
許
可
を
総
合
る
可
か
ら
か
」
る
を
以
て
、
自
然
資
本
金
並
じ
積
成
金
の
大
学
は
泉
げ
て
恐

僚
に
投
入
せ
ち
れ
、
叉
一

旦
日
本
銀
行
に
購
入
せ
ら
る
、
や
、
総
に
資
却
せ
ら
る
k
h

乙
と
な
を
ド

一
宇
一
る
。
俄
仁
今
増
資
論
者
の
主
張
す
る
如
く
、
日
本
銀
行
の
資
本
金
に
五
割
の
増
加
を
行
び
、
叉
は

之
を
一
傍
し
、
積
立
金
も
亦
此
均
一
被
仁
匹
敵
す
る
ま
で
断
次
域
加
し
、
而
し
て
此
資
本
金
積
立
金長ト

を
以
て
、
従
来
の
方
針
の
如
く
、
お
債
を
購
入
す
る
も
の
之
す
れ
ば
、
其
結
果
以
来
し
て
如
何
。

俄
仁
到
し
て
一
時
数
千
部
闘
の
需
要
を
増
加
す
る
に
於
て
は
、
自
ら
日
誌
伎
の
時
債
を
際
費
せ
し
'

-
e
 

4: 
‘
i
 

り

る

の

一

助

E
鋳
る
は
勿
論
、
現
仁
日
本
銀
行
が
永
く
此
恐
債
を
所
布
し
、
時
僚
の
よ
進
仁
拘
は

ら
や
ヘ
手
元
仁
保
有
す
る
仁
於
て
以
、
品
位
償
格
の
維
持
に
資
す
る
所
あ
る
札
論
を
侠
食
歩
。

本

銀

行

滑

資

に

し

て

利

袋

あ
I

り
之
す
れ
ば
、
此
一
事
あ
る
の
み
。
防
〈
財
政
上
の
着
眼
貼
よ
L
ッ、

始
上
め
て
焔
資
を
是
認
す
る
を
制
作
ぺ
し

2
織
も
、
然
も
一
般
財
政
策
よ
よ
ツ
打
算
し
、
叉
一
般
総
務

の
利
存
を
蹴
慮
し
、
斯
る
狭
除
な
る
お
債
依
将
維
持
l
L
一
羽
と
か
見
地
上

'bJ、
倫
明
資
を
可
と
す
る
や
、
越 日

. 一 一一ー一一一 F一一.~-~-・~..... ~ .，ーι_.-，-.~.旬、..白. . 、、
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に
断
定
を
下
す
能
は
ぎ
る
な
よ
り
。

論

b
て
鐙
仁
変
れ
ば
、
我
識
は
英
蘭
銀
行
増
資
の
事
、
艇
を
同
総
ず
る
を
禁
、
JT
る

能

は

き

る

も

の

な

か

。

本

来

英

蘭

銀

行

は

千

六

石

九

十

凶

年

隣

家

財

政

の

訟

を

救

ふ

の

目

的

を

以

て

設

立

せ
ら
れ
、
首
除
後
楽
よ

b
勝

然

せ

ら

れ

北

る

資

本

金

百

二

十

寓

紛

は

薬

会

額

を

感

げ

て

倒

際

仁

貸
出
胤
ハ
せ
ら
れ
柁
ふ
が
此
一
事
は
永
く
英
蘭
銀
行
の
資
本
金
仁
幣
聯
し
、
財
政
仁
窮
乏
を
訴
ふ
る

一一一円、

日

本

銀

行

増

資

問

題

31 
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日
本
銀
.
行
埼
資
問
題

ゃ
ー
政
府
は
英
樹
銀
行
を
し
七
増
資
せ
し
め
、
増
資
仁
依
1
9
て
銀
行
の
資
金
を
政
府
に
貸
興
せ
し

む
る
・
の
方
針
に
出
、
で
化
よ
り
。
十
増
資
を
行
ぴ
セ
る
時
期
並
に
増
資
額
を
怒
?
れ
ば
庄
の
如
し
。

一
六
九
周
年

}一一一

一、ニ

0

0
、0

0

0
砂

〈
創
立
皆
時
の
資
本
金
)

r、.

一
六
九
七
年

一
七

O
九
年

3

二、ニ

O

一
、
一
必
一
線
一

O
志

. 

八

一
六
年

四
、
凶

O
二
、
一
ニ
四
一
ニ
勝

一
O
、
必
八

O
、0
0
0
勝

一
閥
、
五
五
一
一
一
、
0
0
0
勝

一
レ
七
間
五
年
・

有
幾
多
の
増
資
仁
闘
し
、
ア
ン
ド
レ
ア
!
ド
氏
英
蘭
銀
行
史
業
他
を
参
照
す
る
仁
、
左
の
如
き

説
明
あ

60

(
ご
、
十
六
百
九
十
レ
七
年
の
琳
資
。

下
院
は
臨
税
の
牧
入
b
e・
擦
係
と
し
て
、
英
鶴
銀
行
よ

1
9
二
百

五
十
商
務
の
借
入
を
然

3
ん
乙
之
を
請
求
し
党
る
に
、
同
一
行
は
鋳
貨
の
不
足
を
沼
山
と
し
、
期

2 
〆。

る
豆
類
の
貸
出
に
勝
中
y
る
能
は
ず
る
と
之
を
陳
述
し
、
結
局
A

均
る
依
件
の
下
に
増
資
少
一
行
ふ

"，:~;_...書購時時間調関

〉仏門ふ
mv

ハ凶
A2・同町内
O

吋句。二日
H
m
w

切川

5
r
o
m
何口小川日科目以仏・
M
Y
H
H
H

・

(
二
)
千
レ
七
百
九
年
の
増
資
-
千
七
百
八
年
政
府
は
財
政
問
難
の
欽
況
下
関
h
九
牧
文
相
償
は
ヂ
。

乙
と
t
B

免
れ
λ
ツ。

内
閣
は
英
関
銀
行
仁
助
力
を
仰
、
昔
、
、
英
代
償
と
し
て
特
典
の
縫
緩
を
認
め
、
百
二
十
高
砂
の
借

・
入
金
に
封
す
る
利
子
を
八
分
ょ
ん
六
分
に
低
減
し
、
外
仁
一
年
四
千
勝
の
手
数
料
を
交
付
し
、

妊
に
銀
行
を
し
て
六
分
利
付
凶
十
前
向
勝
・
の
貸
出
を
銭

3
し
め
、
出
納
読
券
百
レ
七
十
七
高
五
千

一
一
十
必
勝
の
引
受
を
潟

3
し
む
る
代

b
仁
、
銀
行
資
本
金
を
一
…
借
し
、
四
百
四
十
高
二
千
三
百

問
十
勝
ー
し
す
る
と
之
を
許
可
す
。

〉ロハ凶円か
m
v

ハ山
2
・MY
M
M
M
W

(
一
一
一
)
千
七
百
四
十
五
年
の
滑
賛
。

長
れ
亦
政
府
が
外
閥
と
の
職
事
業
他
の
矯
め
仁
、
財
政
に
鰐

乏
を
告
げ
北
る
仁
暴
く
。
〉
ロ
臥
円
何
回
仏
印
J
M
V

・5
H・

(
凶
〉
千
八
百
十
六
年
の
増
究

政
府
仁
無
利
子
仁
て
二
箇
年
間
一
一
一
百
高
械
の
貸
出
向
を
潟
ず
代

償
と
し
て
増
資
の
許
可
を
得
。
、
.
7
3
σ
?のげ吋
0
3
5
2
0ご
Z
Y与
え

g
m
~
S仏一司・
5
少

郎
十
り
英
蹴
銀
行
の
増
資
は
'
一
時
同
政
府
よ
ウ
借
入
金
の
要
求
を
受
け
、
之
に
附
脚
本
J

る
の
必
要
に

基
け
る
刃
も
の
な
ら
会
る
は
な
し
。
英
閥
政
府
が
砂
邸
時
英
蘭
銀
行
を
財
政
上
に
利
用
し
北
る

;i3 

の
一
班
を
窺
知
す
る
仁
足
る
可
し
。
而
し
て
千
八
百
十
六
年
最
後
の
増
資
託
行
ぴ
て
よ

b
、

今
日
じ
琵
る
ま
で
約
一
百
年
間
英
閥
総
務
上
の
紋
況
は
著
じ
く
進
歩
し
北
る
に
拘
は
ら
安
、

英
関
銀
行
が
一
一
間
活
増
資
の
壊
に
出
で
な
る
は
何
故
な

b
や
。
議
‘
に
煩
繁
な
る
増
資
を
行

日

本

銀

行

総

資

問

題

_... ...... -.. 

J

、，
 



、.

、

一一}四

日

本

銀

行

鴻

資

問

題

ぴ
な
が
ち
最
近
一
一
百
年
間
会
(
増
資
を
行
は
合
る
ご
箇
の
事
費
を
濁
擬
す
る
E

乙
舎
は
自
ち

中

央

銀

行

増

資

の

僚

依

如

何

を

測

定

す

る

じ

難

し

と

せ

少

。

日

本

銀

行

役

る

唱

の

百

年

前

広
英
蘭
銀
行
の
潟
し
食
る
所
を
態
ぴ
て
可
な
る
の
理
あ
ち
ん
や
。

8会

労

働

者

の

組

織

気

賀

勘

議

撃哩毘!I

、

枇
労
働
者
保
謎
を
目
的
と
せ
る
ヱ
場
法
案
な
る
が
も
の
禁
日
目
公
表
せ
ら
れ
て
近
く
帝
閣
議
舎
の

一 一 一一一一一-ーーー・・ 4_""ーωョーーす一一一一 一..‘ 

而
し
て
世
間
の
之
に
鈎
ず
る
批
評
は
隈
々
枕
る
が
中
に
も
、
一
一
般
に

畿
に
.
附
せ
ち
れ
ん
と
す
。

35 

法

案

の

内

容

を

税

れ

ば

単

に

婦

女

及

び

年

少

者

の

勢

働

時

間

限

定

を

主

眼
I
C

せ
る
宅
の
に
し
て
、
持
働
者
に
封
す
る
立
法
的
保
護
の
J

初
歩
の
一
階
段
に

渇
ぎ
ポ
J
I
C

縦
号
、
兎
に
角
、
紙
切
働
者
の
地
位
総
捗
の
必
一
裂
の
漉
く
一
般
に
認
め
ら
る
、
仁
遅
れ
る

の

徴

殺

と

し

て

吾

人

は

之

を

慶

す

る

仁

践

路

せ

歩

。

然
f

り
と
蹴
省
航
労
働
者
保
護
の
眼
目
、
文
る

国

民

衛

生

の

よ

よ
λ
ソ

之

を

税

る

宅

路

大

叉

労

働

者

自

身

の

直

按

の

利

盆

よ

ら

之

を

翻

る

も

姉

女
及
川
ω
年
少
航
労
働
者
の
保
護
は
未
だ
以
て
充
分
の
策
ー
と
お
ふ
を
得
、
チ
。
壮
年
持
働
者
の
保
諮
ー

理
想
的
な
る
工
場
践
の
制
定
サ
亦
来
、
だ
以
て
充
分

ι錯
す
を
得
ヂ
ー
具
に
蚊
労
働
者
の
地
位
を

拶
働
者
の
組
織
、

之
、
が
必
要
を
認
り
る
唱
の
、
、
如
じ
。

}一一五‘


